
地球環境を保護するうえでディーゼルエンジン
から排出されるNOxやパティキュレートの低減が
急務である。これに対して噴射圧の高圧化，噴口
径の小径化，噴射時期の遅延，等が有効であるこ
とが明らかになっている。しかし現状の燃料噴射
ノズルの形態ではそのまま噴口径を小さくする
と，低負荷時には良好な燃焼・排気特性を確保で
きても，高負荷時には必要な燃料噴射量を確保で
きなくなる。これを改善するには，負荷に応じて
噴口数 ( 面積 ) を変化させることが可能な可変噴
口ノズルの開発が不可欠であり，その実現が待望
されている。
Fig. 1に開発した可変噴口ノズルの構造，およ
びエンジン負荷とニードル位置 ( 噴口開口数 ) と
の関係の概念図を示す。ノズルに供給された燃料
はニードル先端部の内側に設けたT字型燃料通
路，サック部を経由して噴口へと導かれる。噴口
は良好な微粒化性能が得られるように小噴口径
( φ0.14 ) の円噴口を3穴近接配置して一つの噴口
列を形成させたものである。噴口開口数はニード
ル先端の噴口開口制御部で制御する。エンジン負
荷が低い場合には，ニードルリフト量を小さくし
て先端の噴口からのみ燃料噴射する (Fig. 1(b))。

一方，高負荷時にはニードルリフト量を大きくし
て噴口開口数を増加し，噴射量を確保する (Fig.

1(c))。またニードル着座時には，噴口開口制御部
が噴口全体を塞ぐ構造にすることによって無噴射
時にサック内に溜まっている燃料が噴口から流出
するのを防止した (Fig. 1(a)）。
Fig. 2に噴口近傍部を拡大撮影し，噴口の切り
換わりの様子を観察した結果を示す。噴口開口数
の増加に伴って噴霧根元の広がりが大きくなって
おり，噴口開口数が確実に切り換っていることが
分かる。このときの噴霧粒径は，Fig. 3に示すよ
うに，噴口開口数が増加してもそれほど大きく変
化しない。このことから，本ノズルは高負荷時に
おいても小噴口径ノズルの良好な微粒化特性を維
持しつつ，最大噴射量も確保できることが分かる。
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